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国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所水産土木チーム　　須　藤　賢　哉
　　梶　原　瑠美子
森　　　健　二

北海道における漁港水域の有効活用
－魚類の保護育成機能の検討－

図ー１　沿岸構造物における水産生物の生息場の
創出の概念3)　　　 　　　　　
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図ー３　計算領域の水深分布7）

図ー２　現地観測位置図(寿都漁港)
（等深線:海底地形デジタルデータ､ 日本水路協会

航空写真:小樽港湾事務所より提供）
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図－５

図ー６　水温･塩分･DO（溶存酸素）の鉛直分布
（2017年８月）　　　　　　

図ー７　水温･塩分･有義波高の時系列6）

図ー４　インターバルカメラ（水中カメラ）での
撮影画像例7）　　　　　　  　

図ー５　水中カメラによる魚類の撮影画像7）

（a）メバル類（b）ハゼ類（c）ウミタナゴ類（d）アイナメ類
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図－８

図ー10　（a）底生動物の個体数と種類数6）

　 （b）環形動物の湿重量6）　

図ー 11　底生動物の優占種（多毛類、2017年４月）
（左）ギボシイソメ （右）シロガネゴカイ（目盛は１㎜）

図ー８　動物プランクトンの個体数と種類数6）

　　　　　　　  　（2017年３月以前上層､ 2017年４月以降全層）

図ー９　動物プランクトンの優占種（カイアシ類、2017年４月）
（左）Copepoda（nauplius）　　　
  （右）Oithona spp.（copepodite）　
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図ー 13　幼成魚の個体数と種類数
　　　（表層と底層の合計）6）

図ー14　刺し網による幼成魚の優占種（2017年４月）
（左）エゾメバル （右）アイナメ　

図ー 12　稚仔魚の個体数と種類数
　　　　　　　　（区域平均､ 表層と底層の合計）6）
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図ー 15　2017年4～ 6月のSt.8での魚類出現数と
  St.9での観測波高の時系列変化7）

図ー 16　St.8での有義波高（数値解析）と
魚類出現数7）　　   　
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図ー 17　数値解析による波高分布7）

（a）最頻有義波高
（b）過去5 年間での有義波高の最大値

図ー 18　寿都漁港の避難場機能の判定結果7）
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